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〝被災者に、あったかい豚汁ふるまいたい〟 

民商のＭさん夫妻のよびかけでたきだし支援 
 
 ２７日、鳥取民商のMさん夫妻は「被災

者やボランティアのみなさんに豚汁をふ

るまいたい」と、倉吉市のボランティアセ

ンターのある上灘公民館でたきだしをお

こないました。この日、Mさんが準備した

メニューは豚汁、カレイの煮付け、甘エビ

でした。 

Mさん夫妻の「たきだしを手伝ってくだ

さい」というネットでのよびかけにこた

え、塚田成幸東・中部地区委員長（衆院１

区候補）、岡田正和党県常任委員、岩永陽

民青県委員長もかけつけ、配膳作業など、手伝いま

した。この日、ボランティアセンターには、徳島県

のボランティアのみなさんもいて、あったかい豚汁

などの「サプライズ」に、「すごい！」「うれしい」

「おいしい」「ありがたい」など口々に、舌つづみ

をうっていました。M さんは、「こんなに喜んでも

らえてうれしい」と話していました。 

 

たきだしの豚汁をほおばる徳島のボランティアのみなさん 

「知り合いにお願いしてます」「事務所に届けます」 

広島、京都、大阪からも、被災者支援募金寄せられる 

 ２７日、日本共産党広島県委員会から、被災者支援募金１０万円がとどきました。岩永尚之

震災対策本部長（県書記長）が、さっそくお礼の電話をかけると、小浜一輝書記長が「広島も

二年前の土砂災害では、鳥取のみなさんに大変お世話になりました」「大変ですが、ぜひ、がん

ばってください」と激励を寄せてくださいました。 

大阪の女性からは、「まわりの知り合いに募金をお願いしています」、京都の男性からも「京

都府委員会に募金を届けます」といった連絡もよせられています。 

 県委員会は、県内でも支援募金をおおいによびかけ、「月内にも被災自治体に第一次の募金を

届けたい」と話しています。 

豚汁をよそう岩永陽民青鳥取県委員長 


